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およびDG2層である。 100m程度の井戸では D-T層から取水しているものもみられる。水浬

定数は kが 10-4-10-3m!s，Scが 400-1，000m
3!d!m である (4)(6)。

鯖江台地では，深さ 60-100mの井戸があり ，主な帯7](層は DG2層に対比されている。 kは

10-5 _10-4 m!s， Scが 200m
3!d!m と鮪?工低地に上七ぺてかなり 小さな値である(日)。

武生扇状地以外の各扇状地の帯水層は kが1O-
4
m!s以下， Scが 200-100m

3
!d!m 程度の値

となっている (4)(610

かつて3 この盆地の扇端部には湧水がみられたが， 1975年頃より湧出量の減少が著しくなった。

さく井時の自然水位を年順にプロッ トした資料(6)によると(図2-4-75)，1969年頃から水位低下

が進行したことがわかる。この水位低下は， 1975年以降鈍化 し3 上昇傾向を示すものもみられる。

水位低下の傾向は，不圧地下水が主である武生扇状地で小さく ，被圧地下水が主な鯖江東部低地

で大きくなっている。

また，鯖江東部低地の沖積粘土層の厚い片上地区では， 30-50 cmの井戸の抜け上りがみられ，

局部的に地盤沈下が発生している。

なお， 日野)11上流には，農林水産省が農業， 工業および上水道用水を供給する目的でダムの建

設に着手しているが，これが完成すればこの地域の地下水利用は大幅に減少することになろう。

(JII崎 敏〉
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12 魚沼丘陵

(1) 地形・地質

新潟県のほぼ中南部に位置する魚沼丘陵は，信濃川の支流，魚野川および、破間川を東の境とし，

信濃川を西端とする地域をいい，大半が丘陵と台地からなっている。水の得やすいと ころは，集

落や水田として古くから利用されてきたが，なかなか水の得にくいと ころは，わずかに畑をみる

以外，ほとんどが原野，雑木林として放置されている。

魚沼丘陵は， おおむね標高 350m以下で， 15
0 から 20。の傾斜面が多く ，比較的定高性をもっ

ている。顧著な河岸段丘の発達が特徴的であるが，開析され，すでに丘陵化したものなども多い。

魚沼丘陵および台地を構成する地質は，魚沼層群と呼ばれ，大部分が粗粒あるいは斜交葉理の

発達する砂， よく 円磨された磯，そして粘土， ときに凝灰岩層や亜炭層を挟在する不規則な半固

結互層からなる。長野県との県境から信濃川，魚野川，渋海川および島崎川や鮪石川などの流域

に広く分布し，新潟県全面積の 7.4%を占めている。魚沼層群は，鮮新世後期から更新世前期に

かけて堆積したいわゆる新潟積成盆地の最後の堆積物である。汽水域あるいは極浅海域， ときに



450 第 2編地方別にみた地下水

o 1 

一-90一一 1 

2 

@ 3 

仁コ 4

Eヨ 5
m.:m 6 
E言 7

童書 8

E主E 9 

+十

一:::J__Iー|ー|ートム
~_jーしl一1_1ー 1_1_，-

(""1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 
11-1-1-1-1-1-1-1ー I-I-j一「

1地下水位等高線(標高m)、2深井戸、3井戸柱状図位置、 4沖積層、5:洪fi'l段丘堆fJ'l物、6魚沼周II草(砂、シノレ ト、
機互層)、 7:平日南津居(砂岩)、 B灰爪庖(シノレト岩)、9:"[_!j山居(安山岩質火砕岩、溶岩等)、10:i習曲射i

図2-4-76 北魚沼地域水文地質図
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淡水域と激しく移り変わる環境下に堆積した眉相を示している。

(2) 地下 水

魚沼層群は，地域的にその層相，層厚の変化が著しく，地下水賦存量の定量的評価を行 うには，

いろいろ困難が多い。具体的な事例として北魚沼地方(1)をあげて水文地質の特徴を説明する。

北魚沼郡守門村，広神村および堀之内町にまたがり，その中央を横断して西流する魚野川を境

に，北側は，標高 250mから350mに，上ノ原，道光平，小平尾，板小屋などの段丘面が分

布し，それぞれ段丘崖によって境されている。 一方3 南側は魚野川支流の田河川沿いに，標高

100mから 250111の聞に，数多くの河岸段丘面が発達している。

魚野川および破間川に沿って，いわゆる新発田一小出構造線(北北東一南南西方向〉と呼ばれる

椛造線が走る。この構造線を境に，東側は古生層や花嗣岩類が急峻な山地を形成していて，西側

に当る本地域とはよい対比をみせている。

本地域の魚沼層群は，小さ な積成盆地を形成していて，顕著に発達する1深層の中には，チャ ー

ト，粘板岩，硬砂岩など古生届に由来するものや花商岩類の礁が多く含まれている。砂，シノレ ト

などの互層も合わせれば，その厚さは最大 400111，平均 200m前後である。

狭い積成盆地内に 2本の向斜iji由と 1本の背斜Uilliが北北東一南南西方向に平行して走る。せい

ぜい 1km程度の短い波長を もっ緩い摺曲構造で段丘面に携曲がみられ，さらに段丘面を開析す

る小渓流の幽流点を結ぶとほぼ摺I出制1上に連なる こと などから，活摺曲 と考えられている (図

2-4-76)。

確認された 200本近くの井戸は，圧倒的に破間川および魚野川横谷部の沖積面に多く，試掘井

を除けば，洪積段丘面には皆無であり，いま まで地下水利用がまった くなされていなかった。こ

れらの井戸は，沖積および洪積砂l深層を合わせて帯水層としている揚合が多く ，全体の約4割を

占め，50mから 30mの深さの井戸が多い。大半が不圧地下水で，水位は深さ 2mから 5mに

あり 1井当り日量 300m
3から 1，000m3汲み上げられている。その際の水位降下量は 3mから

10 mである。

表2-4-24 試扱井一覧 表

吋所在 地|間|阪 m〉|(ZZ|自給位 J易y(km水〉位1揚m水3f量:1比湧出量1透水係数 透水量係数m3fdfm I k cmfs T cm2fs 

。200mm
広やl' 村 30m 200 
6 218 。65mm 0.00 23.85 173 7.25 1.98 x 10-' 5.96 X 10-1 

泉沢新田 90m 50 
(自噴)

計 120

7 
泉沢新田

113 8.70 1 35.70 l
'

哨 52.7 1.26 X 10-3 9.43 

堀之内 町
15 220 61 200 1.50 33.37 576 18.0 5.1 x 10→ 2.2 X 10-2 

1首 百1

|堀之内町

1

162

1

21和国 162 80 
|捌卜ω 卜 3帥|

484 26.0 4.81 X 10-4 2.65 
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一方，魚沼層群の互層中から汲み上げている井戸は，被圧地下水で自l質しているものが多い。

揚水量は日量 700m3から 1，800m3，その ときの水頭低下量が 10mから 30mとなっている。 こ

れを比湧出量 (m3jdjm)で比較すれば，沖，洪積層の砂1深層が平均 80，魚沼層群の互層が 100

を示す。河川を離れた台地周辺では，水文地質条件は著しく劣ってく る。表 2-4-24は台地上の

試掘弁の諸元を示したもので，揚水量は 日量 1，500m
3
近く から，その 10分の 1まで大きな差が

あり，しかも揚水水位については極端に低いものがある。河床からの比高が大きなものほど，自

然水位は低く，大量に地下水を得ることは困難となっている。 一方，向斜軸上に位置し，谷部に

選ばれた井戸は，比較的豊富な揚水量をみている (No.7)。こ のことから，台地上では，地質構

造をよく把握し，開析された谷に井戸を選ぶべきであろう。

本地域で得られた透水係数は，おおむね 10-3cm/sオーダーを示すものが多いが，台地にある も

のには，10-
4 cm/sオーダーを示す井戸もある。図 2-4-77に主要な井戸の地質柱状図を示した。

年聞を通して汲み上げられる量はおおよそ 400万 ln
3
と推定され 8割が消雪用であるところ

から，12月から 2月にかけての地下水位低下が著しい。

参考文献

(1) 北陸農政局 (1978):農業用地下水開発調査報告書一;魚沼地方の地下水(その 2)

13.東頚城・西山丘陵

(1) 地形・地質

(永図聡〉

東頚域地方は，米山，黒姫山などの 900m級の山をのぞけば，丘陵性の地形が広がる。東頚城

丘陵は，ほとんど第三紀中新世の黒色泥岩を主とする堆積岩からなり， 日本有数の地すぺり地帯

を形成している。東頚城丘陵では，難透水性地質の泥岩が広く，かつ厚く分布するため，有効な

帯水層は存在しない。 挟在する凝灰岩中より時折湧出水がみられる こと があるが， 日量にして

200 m3を出ることは少なく，また水量は安定していない。山あいの部落の飲料水の多くは，か

つては横井戸によって得ており，泥岩の新鮮部と風化部との境付近に賦存する地下水のしみ出し

水を取水していたもので，量と してはごくわずかである。

米山，黒姫山，尾神岳などの山地は，鮮新世の安山岩類からなり，その山麓には厚い崖錐が分

布する。そ して，基盤の泥岩との境界付近から大量の地下水が湧出していて，水田用水などに利

用されている。

信濃川右岸の東山丘陵に対し， 左岸の丘陵を西山丘陵と呼び，かつては 日本有数の池田地帯と

して盛んに採油された。 このため，池田地質の調査が古くから行われており，新潟県の第三系層

序は，ここ を様式地として確立されている。 すなわち，中新世の寺泊層，椎谷層，ffl洋新世の西山

層，灰爪層，魚沼層群がそれぞれ累重し，また北々西に走る摺曲構造が 3km前後の波長で，十

数本並行している。

丘陵を開析して流れる島崎川，締石川， lJlj山川， 長鳥川および渋海川など河)11は，おおむね向

斜軸に流路をとっている。 一方，背斜軸は陵線を形成し， とくに規模の大きなものについては，

油田を形成している。


